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 ■コメント： 
  平成 22 年 12 月 27 日付論点整理「リース会計に関する論点の整理」について、下記の

通り弊社意見を申し述べます。 
 国際会計基準を巡る昨今の動向は承知しているところではありますが、会計処理の大き

な変化が短期間に再び生じることについては、懸念をもっております。その上で論点整理

に関し若干申し添えたいと思います。 
 論点整理は全体的に複雑で見積もりの要素が多く、例えば更新オプション等につき期間

を見積ったとしても、多品目のリース契約を多く有している場合や、マーケットの状況に

より販売量が変化するような特性ある製品を生産するようなリース物件である場合は、そ

の見積りの妥当性を客観的に示すことは実務的に不可能と考えられます。むしろ見積もり

の精度を低くし、かえって財務諸表の信頼性を損なうのではないかと思われますし、監査

に耐え得るのかという疑問も出てまいります。 
 また、現行リース会計基準への変更で相応にシステム対応等のコストを掛けた企業もあ

ると思いますが、さらに、短期リース等重要性の乏しいリースの会計処理への対応を求め

られる借手側企業の実務負担、コストは相当なものになると懸念されます。リース会計に

限らず、短期間に大きく会計基準を変えるということは、企業に対して大きな負担となり

ます。 
 以上のように、実務での対応についてもしっかりしたご配慮をお願い申し上げます。 
 
                          以上 


